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透析患者における脊椎圧迫骨折の分析より見えてきたものと今後の課題 

 

研究の概要 

【背景】 

・脊椎圧迫骨折後のリハビリ対象者が増加してきています。 

・脊椎圧迫骨折を呈した透析患者の割合も増加してきています。 

・透析患者は週３回の通院が必要なため、長期療養となる患者が多くなっています。 

【目的】 

・自宅退院するためには何が必要になってくるのか、また、受傷後一人でも多くの方が自宅退院できるように

今後どのようなアプローチが必要か、身体機能面と背景因子から検討していきます。 

【意義】 

・当院の脊椎圧迫骨折を呈した維持透析患者の自宅退院に必要な課題が明らかになることで、一人でも多くの

方が自宅退院できるよう、また、入院日数の短縮が図れるような関りを持っていくことができるようになり

ます。 

【方法】 

・後ろ向き観察研究です。 

・背景因子、記述統計としてノンパラメトリック検定を行います。 

対象となる患者様 

・２０２０年１月～２０２４年１２月に脊椎圧迫骨折後、当院入院中にリハビリを実施した１３２名（透析 

２４名・非透析１０８名）です。 

研究に用いる情報 

下記の情報を診療録より収集します。 

患者情報：年齢、性別、病名、透析歴、既往歴、入院期間、退院先、FIM（運動項目・認知項目） 

情報利用開始日 

本研究は、病院長の許可日より「研究に用いる情報」を利用する予定です。 

あなたの情報をこの研究に使われたくない方は下記の「問い合わせ先」までご連絡頂ければ対象者から外し

ます。その場合もあなたの治療等に不利益になることはありません。 

 ご連絡のタイミングによっては対象者から外せない場合もあります。 

 あらかじめご了承ください。 

研究実施期間 

許可日から２０２５年１２月３１日 

研究実施体制 

研究責任者 

所属：リハビリテーション科 

氏名：田代 美和子 

住所：佐世保市宮地町５－５ 

電話：０９５６－２４－１０１０ 

情報の管理責任者 千住病院 病院長 
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問い合わせ先 

【研究の内容、情報等の利用停止の申し出について】 

千住病院 リハビリテーション科 田代 美和子 

 〒８５７－００２６ 佐世保市宮地町５－５ 

 電話：０９５６－２４－１０１０  FAX ０９５６－２４－８５９０ 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 

 患者相談窓口：０９５６－２４－１０１０ 

 受付時間  ：月～金 ９:00～17：00（祝・祭日を除く） 

 


